
短期特別課題 条幅の基礎を学ぶ

半
切
四
分
の
一
に
書
く
（
４
）

　
　
　
　
　
　
　締
切
り

　四
月
二
十
三
日
（
必
着
）

神

　谷

　葵

　水

　先

　生

　書

◎ 

本
誌
に
条
幅(

半
切)

の
課
題
が
正
式
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
平
成
十
一
年
七
月
の
こ
と
で
、
そ
の
前
の

約
八
年
間
は
、
半
切
へ
の
足
が
か
り
と
し
て
半
切
四

分
の
一
の
サ
イ
ズ
（
約
六
八
cm
×
一
七
、
五
cm
）
で

条
幅
の
基
礎
を
学
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

◎ 

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
元
愛
知
教
育
大
学
名
誉
教
授
・

神
谷
葵
水
先
生
の
当
時
の
お
手
本
を
も
と
に
、
改
め

て
条
幅
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

◎ 

条
幅
は
苦
手
と
い
う
方
、
大
き
い
作
品
に
気
後
れ
し

て
い
る
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
条
幅
の
草
稿
作

り
の
つ
も
り
で
気
軽
に
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

〔
読
み
〕
飛
花

書

　
　※
「

」
は
「
点
」
の
「

」
は
「
冊
」
の
旧
字
体
で
す
。

〔
大
意
〕
ち
り
落
ち
る
花
び
ら
が
書
物
に
の
る
。

〔
解

　説
〕

・  

用
紙
に
五
文
字
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
収
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
行
の
中
心
、
字
間
、
天
地
の
あ
き
等
に
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
紙
を
折
る
、
下
敷
の
罫
を
利
用
す

る
等
の
方
法
も
あ
り
ま
す
。

・  

お
手
本
を
よ
く
み
る
と
、
各
字
に
大
小
の
違
い
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
潤
渇
も
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。
そ
の
方
が
動
き
や
リ
ズ
ム
が
出
て
、
表
現
が
豊

か
に
な
り
ま
す
。

・  

で
き
る
方
は
、
書
体
や
崩
し
方
を
変
換
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
な
作
品
に
挑
戦
し
て
下
さ
い
。
そ
の
際
、
字
典

で
し
っ
か
り
調
べ
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

・  

落
款
（
署
名
・
印
）
も
作
品
の
一
部
で
す
。
丁
寧
に

収
め
ま
し
ょ
う
。

〔
作
品
の
出
し
方
〕

▼ 

毛
筆
部
＝
条
幅
半
切
四
分
の
一
（
約
六
八
cm
×

一
七
、
五
cm
）
に
書
い
て
下
さ
い
。

▼ 

硬
筆
部
＝
Ｂ
５
判
（
二
五
七
ｍｍ
×
一
八
二
ｍｍ
）
以
下

の
紙
に
課
題
手
本
の
よ
う
な
枠
線
を
引
い
て
下
さ
い
。

用
具
は
自
由
で
す
が
、
細
い
線
は
相
応
し
く
あ
り
ま

せ
ん
。
（
フ
エ
ル
ト
ペ
ン
・
筆
ペ
ン
可
）

▼ 

出
品
制
限
の
対
象
と
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ど
な
た
で

も
出
品
で
き
ま
す
。
た
だ
し
出
品
は
硬
・
毛
の
ど
ち

ら
か
一
方
に
限
り
ま
す
。

▼ 

事
務
処
理
上
、
支
部
略
称
・
氏
名
・
会
員
番
号
・
毛

筆
漢
字
の
成
績
（
硬
筆
の
場
合
は
硬
筆
規
定
の
成
績
）

を
、
作
品
余
白
に
お
書
き
下
さ
い
。

▼ 

優
秀
作
品
は
、
写
真
版
と
し
て
成
績
表
の
後
ろ
に
掲
載

し
ま
す
が
、
成
績
表
で
の
順
位
は
発
表
は
し
ま
せ
ん
。

ひ
か
し
ょ
さ
つ
を
て
ん
ず



一 般 部 規 定 課 題　　　　　　　　　　　締切り　4月23日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

〔解　説〕 〔解　説〕

岡
おか

　田
だ

　龍
りゅう

　芳
ほう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　谷
たに

　清
せい

　城
じょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  1  −

★
我
々
は
…
（
書
体
＝
行
書
）

　
　イ
ソ
ッ
プ
（
前
六
世
紀
頃
）

　
　古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
寓
話
作
家

　こ
の
世
で
の
幸
、
不
幸
は
、
す
べ
て
「
死
」
と

と
も
に
終
わ
り
ま
す
。
地
位
や
名
誉
や
財
産
は
も

と
よ
り
、
苦
し
み
も
悲
し
み
も
す
べ
て
消
え
去
る

の
で
す
か
ら
、
何
も
苦
に
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
生
を
楽
し
み
、
次
の
世
代
へ
未
来
の
希
望

を
つ
な
ぐ
、
そ
れ
で
十
分
な
の
で
す
。

◆
５
月
課
題
予
告
（
楷
書
）

　隠
れ
た
才
能
は

　名
を
売
ら
な
い

　
　
　
　
　愚ぐ

神し
ん

礼ら
い

讃さ
ん

★
知
識
は
…
（
書
体
＝
楷
書
）

　
　シ

ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
（
一
五
六
四

〜
一
六
一
六

）

　
　イ

ギ
リ
ス
の
劇
作
家

　鳥
に
翼
が
あ
っ
て
自
由
自
在
に
大
空
を
飛
び
回

る
よ
う
に
、
人
間
に
と
っ
て
は
知
識
が
、
自
由
に

生
き
る
た
め
の
翼
な
の
で
す
。

　人
間
の
知
識
は
留
ま
る
こ
ろ
が
な
く
、
ど
こ
ま

で
も
人
類
を
高
み
へ
と
運
ん
で
行
く
の
で
す
。

◆
５
月
課
題
予
告
（
行
草
ま
た
は
草
書
）

　尽
こ
と
ご
とく

書
を
信
ず
れ
ば

　則
ち
書
無
き
に
如
か
ず

　
　
　
　
　
　
　孟

　子

　▼
教
範
・
書
範
＝
行
書

　▼
師
範
＝
楷
書

　 ▼

教
範
・
書
範
は
右
課
題
を
「
行
草
ま
た
は
草
書
」
で
、
師
範
は
「
行
書
」
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

◎ 

楷
書
は
文
字
の
組
み
立
て
の
基
礎
で
す
か
ら
、
が
っ
ち
り
と
一
点
一
画
を
大
切
に
運
ペ
ン
す
る
事
が
大
事
で
す
。



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　締切り　4月23日（必着）

新入から１級まで準初段から六段まで

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会段位用紙

大
おお

　宮
みや

　春
しゅん

　兆
ちょう

　書

　 　 △

用具＝自由（黒色に限る）

　 　 △

用紙＝本会級位用紙

−  2  −

〔
句
意
〕
花
見
か
ら
戻
っ
て
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て

花
見
の
衣
装
を
着
替
え
始
め
る
。
立
っ
た
ま
ま
帯

紐
を
解
い
て
い
く
と
、
次
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
紐
が

足
も
と
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
離
れ
な
い
こ
と
で
あ

る
。

〔
古
筆
参
考
〕

◆
５
月
課
題
予
告

　囀
さ
え
ず

り
を
こ
ぼ
さ
じ
と
抱だ

く
大た

い

樹じ
ゅ

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
星ほ

し

野の

立た
つ

子こ

）

■
両
課
題
と
も
、
文
字
の
変
換
・
配
字
は
自
由
で
す
。

花者
那 

衣
こ
婁
も 

ぬ
ぐ
や
ま
つ川

は
る
紐
い
ろ
いヽ
ろゝ

花 

衣こ
ろ
毛 

ぬ
ぐ
や夜

ま
つ川

は者

る類

紐
い
ろ婁

いヽ
ろゝ

者は那な婁ろ夜や川つ

（州）
類る 花は

な 

衣ご
ろ
も 

ぬ
ぐ
や
ま
つ
は
る
紐ひ
も

い
ろ

くい
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（杉す

ぎ

田た

久ひ
さ

女じ
ょ

）

（州）（州）



一 般 部 か な 課 題　　　　　　　　　　　師範・教範・書範

締
切
り

　四
月
二
十
三
日
（
必
着
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　簗や

な

　瀬せ

　舟
し
ゅ
う

　香こ
う

　書

〔古筆参考〕

和
い

泉
ずみ

式
しき

部
ぶ

続
ぞく

集
しゅう

切
ぎれ

−  3  −

水み
つ

の
音
に二

似尓

て天

啼奈

く
鳥と
利

よ与

や山ま
ざ
く桜

ら

松万
つ

に尓

ま
じ
れ
る
深三

山
の
昼
を

〔
歌
意
〕
真
昼
の
こ
の
深
い
深
い
山
の
中
で

は
、
松
の
木
に
交
じ
っ
て
山
桜
の
白
い
花
が

咲
き
、
水
の
流
れ
る
清
ら
か
な
音
に
似
た
音

色
で
鳥
が
鳴
い
て
い
る
。

〔
出
典
〕
名
歌
即
訳

　若
山
牧
水

〔
解
説
〕

む
め
の
か可

を
き
み見

に尓

よ
そ
へ
て弖

み見

る
ほ
ど
に尓

は者

な奈

の

を
り利

し
る流

み見

る
も无

ち
る
か可

な那

た多

を
れ
ど
ん
な
に尓

も毛

の
お
も
ひ
も
な
ぐ
さ佐

ま万

ず
花
も无

こ
ゝ
ろ
の
み
な奈

し
な
り里

け介

り利

　
　二
月
つ徒

ご
も
り利

が可

た多

に尓

・ 

㋑
と
㋩
、
㋑
と
㋥
、
㋑
と
㋭
、
㋺
と
㋩
、

㋺
と
㋥
、
㋺
と
㋭
、
そ
れ
ぞ
れ
呼
応
。

・

●
行
の
中
の
密
の
動
き
大
切
。

・

○
の
場
所
・
方
向
大
切
。

・
↓
の
方
向
大
切
。

・
形
だ
け
を
見
る
の
で
は
な
く
、
リ
ズ
ム
を

つ
か
ん
で
書
く
こ
と
。

◆
５
月
課
題
予
告

　故ふ
る
さ
と郷

に
帰か

へ

り
来き

た

り
て
先ま

づ
聞
く
は

　か
の
城
山
の
時
告つ

ぐ
る
鐘



は が き 課 題

◎
手
本
は
水
性
ボ
ー
ル
ペ
ン
使
用

奥
おく

　田
だ

　三
み

　雲
くも

　書

横 書 き 課 題 尾
お

　郷
ごう

　翠
すい

　光
こう

　書

実　　用　　文
のページ

締切り　4月23日（必着）

※手本はつけペン使用。　★三行目は、指定の地名と氏名を書いて下さい。

　
　
　作
品
の
出
し
方

■
　

 

新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま

す
。
成
績
は
評
価
に
よ
り
毎
月
変
わ
り
ま
す
。

■
　

 

用
紙
＝
は
が
き
課
題
は
は
が
き
用
紙
、
横
書
き
課

題
は
一
般
部
段
位
用
紙
を
横
に
使
用
。

■
　用
具
＝
は
が
き
、
横
書
き
課
題
と
も
に
自
由
。

　
　
　
　

 （
黒
色
に
限
る
）

■
　両
課
題
と
も
、
書
体
変
換
は
自
由
で
す
。

−  4  −

お
花
見
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

春
の
や
わ
ら
か
な
青
空
に
映
え
る
淡
い

ピ
ン
ク
色
は
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

満
開
の
爽
快
さ
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

は
ら

く
と
散
り
ゆ
く
桜
吹
雪
が
私
は

大
好
き
で
、
と
て
も
楽
し
み
で
す
。



一般部毛筆漢字課題 締切り　4月23日（必着）

〔読み〕花
か

氣
き

晴
せい

雲
うん

暖
あたた

かなり

〔大意〕大気がみちみちて春の晴天の雲をなして暖かである。

奥お
く  

村む
ら  

暢の
ぶ  

之ゆ
き  

臨

須す  

田だ  

一い
ち  

葉よ
う  

書

新
入
か
ら
１
級
ま
で
（
行
書
）

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕孔子廟堂碑（６２６～６３３）　〔筆者〕虞世南（５５８～６３８）

〔読み〕要
よう

道
どう

は、斯
ここ

に於
お

いて大
おお

いなるものと為
な

らん。

−
  5

  
−

　
　要

　
　
　
　道

　
　
　
　
　於

　
　
　
　斯

　
　
　
　爲

　
　
　
　大



一 般 部 毛 筆 か な 課 題 締切り　4月23日（必着）

〔出典〕正
まさ

岡
おか

子
し

規
き

〔句意〕  若竹が四五本、庭の隅にみられる。そのみずみずしい姿はとく

に目をひかれるものがある。

若わ
か

竹た
け

や
四し

五ご

本ほ
ん

青あ
を

き
庭に

は

の
隅春

三

浅あ
さ  

井い  

機き  

山ざ
ん  

先  

生  

書

　
　

新
入
か
ら
１
級
ま
で

準
初
段
か
ら
師
範
ま
で

〔出典〕与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

〔歌意〕  少女の日に聞いて未知の憧れに胸をときめかせたあの故郷の潮

の遠い昔が、いまわたしの胸にひびいてくるようだ。初夏の雲

を望み見ると。

ふ
る
さ
と
の
潮し

ほ

の能

遠
音
の乃

わ
が可

胸無
年

に耳

ひ
びヽ
く
を
お
ぼ
ゆ
初者

つ

夏奈
徒

の
雲

■
両
課
題
と
も
文
字
の
変
換
、
ち
ら
し
方
は
自
由
で
す
。

−
  6

  
−



一 般 部 毛 筆 細 字 課 題

樋
とい

　田
だ

　玲
れい

　華
か

　書

一般部毛筆条幅課題

締
切
り

　四
月
二
十
三
日
（
必
着
）

　
　半

　切
（
一
三
六
cm
×
三
五
cm
）

荻お
ぎ

　田た

　蒼そ
う

　仙せ
ん

　書

半紙（３３４mm ×２４０mm）

−  7  −

〔
大
意
〕
春
日
の
雨
降
る

宵
に
酒
を
飲
み
な
が
ら
、

う
す
明
か
り
の
中
、
読
書

を
楽
し
む
。

初
出
品
の
方
へ

　

 

支
部
名
・
会
員
番
号
・

姓
名
・
毛
筆
漢
字
成
績

を
、
作
品
左
下
に
必
ず

お
書
き
下
さ
い
。

〔
条
幅
解
説
〕
坂
東
玉
三
郎
が
寝
そ
べ
っ
た
姿
を
し
て
も

金
に
な
り
ま
す
。
私
が
同
じ
事
を
し
た
ら
、
人
に
不
快
感

を
与
え
る
だ
け
で
す
。
そ
こ
が
平
素
の
精
進
の
差
だ
と
思

う
の
で
す
。
字
形
を
変
形
・
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
も
、
美
し

い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
前
途
遼
遠
で
あ
り
ま

す
。

　

　結・
婚
の
お
知
ら
せ
び
っ
く
り
し
ま
し
た

　突
然
の
こ
と
に
感・
心
し
た
り
驚
い
た
り

　縁・

て
本
当
に
不
思
議
な
も
の
ね

　落・
ち

　

　着
い
た
ら
皆
で
祝・
杯
を
挙
げ
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　（

ご
自
分
の
氏
名
）

　

  

・
印
で
墨
つ
ぎ
し
ま
し
た
。

〔
条
幅
・
細
字
作
品
の
出
し
方
〕

■
新
入
か
ら
師
範
ま
で
、
ど
な
た
で
も
出
書
で
き
ま
す
。

■ 

成
績
（
天
位
〜
５
等
）
は
、
評
価
に
よ
り
毎
月
か
わ
り

ま
す
。

■
書
体
変
換
、
変
体
仮
名
の
交
換
は
自
由
で
す
。

十
と

う

か

の

う

せ

い

は

る

の

さ

け

に

た

い

す

日

雨

聲

春

対

酒

一
い

っ

そ

う

の

と

う

え

い

よ

る

し

ょ

を

み

る

窓

燈

影

夜

観

書



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4月23日（必着）

よ

　
　う

　
　年

新

　小

　一

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

◆
ひ
ら
が
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
な
ぞ
っ
て
か
い
て
み
よ
う
）

★
新
入
は
、
年
少
・
年
中
・
年
長
の
別
を
記
入
し
て
下
さ
い
。

★
幼
年
は
、
全
員
８
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
三
年
ま
で

　三み

　宅や
け

　容よ
う

　玉
ぎ
ょ
く

　書

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

−  8  −−  9  −

し
た

１ ２ ３

１

１

１

２

１

２
３

１ ２

１

１

２

２

２

３

４

５
６



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4月23日（必着）

新

　小

　三

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

（
注
）
え
ん
ぴ
つ
書
き
で
は
、
消
し
ゴ
ム
を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

〈
よ
う
ぐ
〉
自
由
（
黒
色
に
か
ぎ
る
）

新

　小

　二

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　準
初
段
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　新
入
〜
１
級

−  8  −−  9  −

お
お

つ
の

チ
ュ
ウ

シ
ン

ギ
ン

コ
ウ



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4月23日（必着）

新

　小

　五

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

新
四
年
生
は
、
左
記
に
よ
り
、
全
員
こ
の
手
本
ど
お
り
８
マ
ス
用
紙
で
出

書
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　記

＊ 

用
具
は
自
由
で
す
が
デ
ス
ク
ペ
ン
、
つ
け
ペ
ン
で
書
く
人
は
、
硬か

た

く
な

ら
ず
、
の
び
や
か
に
書
く
習
慣
を
つ
け
る
こ
と
が
第
一
目
的
で
す
。

＊
六
月
締
切
り
分
ま
で
は
、
こ
の
方
法
を
続
け
ま
す
。

＊
ペ
ン
書
き
の
人
は
早
く
慣
れ
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
練
習
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

七
月
締
切
り
分
か
ら
は
、
準
初
段
以
上
は
従
来
ど
お
り
15
マ
ス
用
紙
を

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　小

五
以
上
は
、
全
員
15
マ
ス
用
紙
で
出
書
し
て
下
さ
い
。

　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

四
年
以
上

　岡お
か

　嶋じ
ま

　桂け
い

　川せ
ん

　書

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新

　小

　四

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

−  10  −−  11  −

コ
ウ

エ
ン

シ
ュ
ウ

ゴ
ウ

カ
イ

マ
ン

さ
く
ら

ト
ク

タ
イ

イ
ク

す



教
きょういくぶ

育部硬
こう

筆
ひつ

課
か

題
だい

　　　　　　　　　　　しめきり　4月23日（必着）

新

　中

　一

　年

　
　
　（
行
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解

　説
（
よ
く
見
て
習
い
ま
し
ょ
う
）

〈
用
具
〉
自
由
（
黒
色
に
限
る
）

新

　小

　六

　年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
全
員
）

新

　中  

二  

・ 

三  

年

　
　（
行
書
）

−  10  −−  11  −

ノ
ウ

カ

ヤ

サ
イ

つ
く（
り
）

む
ず
か
（
し
い
）

き
（
く
）



−  13  −

しめきり　4月23日（必着）

−  12  −

▼ 

今
月
は
、
席
書
大
会
開
催
に
合
わ
せ
て
特
別
に
席
書
課
題
を
ひ
ろ
ば
の
課
題
と
し
ま

す
。
本
番
に
向
け
て
サ
イ
ン
ペ
ン
で
練
習
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

幼

　年

 

新
小
三
年

 

新
小
六
年

 

新
中
一
年

　（
楷
書
）

 

新
小
四
年

 

新
小
一
年

 

新
小
五
年

 

新
小
二
年

 

新
中
二
・
三
年

　（
行
書
）

▼ 

４
行
用
紙
の
な
い
場
合
は
、
い
つ
も
通
り
５
行
用
紙
に
書
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

体
裁
よ
く
収
め
て
く
だ
さ
い
。
用
具
も
自
由
で
す
。

しめきり　4月23日（必着）



教
き ょ う い く ぶ

育 部 毛
も う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　4月23日（必着）

−  13  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　幼
年
〜
小
二
年

　
　玉た

ま

　樹き

　小
し
ょ
う

　華か

　書

−  12  −



教
き ょ う い く ぶ

育 部 毛
も う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　4月23日（必着）

−  14  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

三
〜
小
五
年

　
　水み

ず

　野の

　香こ
う

　竹ち
く

　書

−  15  −



−  14  −

教
き ょ う い く ぶ

育 部 毛
も う

筆
ひ つ

課
か

題
だ い

　　　　　　　　　　　しめきり　4月23日（必着）

−  15  −

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小

六
〜
中
二
・
三
年

　
　奥お

く

　村む
ら

　暢の
ぶ

　之ゆ
き

　書




